










　2025年12月9日から24日まで、フジイギャラリーにて展
覧会「交差する海、響きあう文化：東アジア地中海の芸術
的対話」を開催した。九州大学人文科学研究院のGloria 
Yu Yang（楊昱）とAnton Schweizerが企画し、ゲティ財団
「Connecting Art Histories Initiatives」の支援を受けた
研究プロジェクト「Shared Coasts, Divided Historiographies: 
Mobilizing People, Ideas, and Artifacts in the East 
Asian Mediterranean」（2023‒2025）の成果を紹介するも
のである。世界各地から集まった13名の研究者が、九州・
沖縄・台湾・朝鮮半島を結ぶ「東アジア地中海」地域に
着目し、文化および美術の交流を多角的に検討してきた。
　展覧会は二部構成とし、第一部では、二年間に実施さ
れた講演会および国際シンポジウムの成果をポスター形
式で紹介した。第二部では、「東アジア地中海」と深く
関わる沖縄の現代アーティスト4名の作品を展示した。会
場中央には、上原美智子による全長24メートルの織物作
品《モンスーン》を配し、アジア各地の植物繊維から織り上
げられた波打つ造形が展示空間の軸を成している。根間

智子は写真シリーズ
《Vulnerability》に
お いて、人々が
「時々眺める」風景
と内省的なテキス
トを組み合わせ、
個人と世界との対
話を提示した。平

良優季の大画面絵画《garden》は、「窓枠」を想起させ
る15枚のパネルによって構成され、沖縄の自然を光と影の
交錯として描き出している。胡宮ゆきなの映像・アニメー

ション作品は、沖縄のカジマヤー（風車祭）と東アジアの
紙扎を融合させ、祖母を記念するパレードを主題とした。
　関連企画として、アーティストと研究者によるトーク

イベントを開催し、
作品の制作や歴
史・文化的背景に
ついて議論を深め
た。九州大学の
Charlène Clonts
（フランス文学）に
よるアートヨガ

「Interwoven Bodies : Ode to the Living」も開催し、アー
ティストや学生、大学関係者など多様な参加者が集った。
会期中には一般市民に加え、県外や海外からも観者が
訪れ、沖縄タイムズや琉球新報などのメディアでも報道さ
れた。本展は、個人の経験と地域の記憶、歴史が交差
する場として、多
層的な対話を生み
出した。
　本展の開催にあ
たり、ご尽力くだ
さったアーティスト
の皆様、松原憲治
（ケイ・ネットワーク）、
画廊沖縄、研究者Eriko Tomizawa-Kayをはじめとする
関係者の方々、ならびにご協力いただいた学生の皆様に、
心より御礼申し上げます。

　8月3日から10月2日まで、フジイ
ギャラリーでは「海洋プラスチックの
由来と影響 ―総合知で捉える地球
規模の課題―」展を開催します。
　私たちの身近な生活から生まれる
プラスチックごみ。その実態や環境へ

の影響について、九州大学では多分
野の研究者が連携し、科学的な調査
や社会への提言づくりを進めています。
　本展示では、マイクロプラスチック
の実物標本や研究現場の映像、わ
かりやすいインフォグラフィックなど

を通して、陸から海、空にまたがる
環境問題を多角的に紹介します。
　監修は海洋プラスチック研究の第一
人者・磯辺篤彦教授。科学的知見に基
づきながら、学生や地域の皆さんにも楽
しみながら学んでいただける展示です。

❶展示風景1／❷展示風景 2 ／❸アーティストとキュレーター
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Close-up Event & Exhibition [催事・展示クローズアップ]

6/8

COLUMN 3

交差する海、響きあう文化：
東アジア地中海の芸術的対話
Gloria Yu Yang　人文科学研究院・講師／Anton Schweizer人文科学研究院・教授Gloria Yu Yang　人文科学研究院・講師／Anton Schweizer人文科学研究院・教授

フジイギャラリー展示開催報告

「海洋プラスチックの由来と影響 ―総合知で捉える地球規模の課題―」
岡田栄造　未来社会デザイン統括本部 シンクタンクユニット　教授

フジイギャラリー展示開催予告

期間●2025年12月9日～12月24日／会場●フジイギャラリー G2



　2026年1月13日から2月27日まで、九州大学伊都キャ
ンパスのフジイギャラリーにおいて、総合研究博物館主
催「九大鉱物―地球をのぞく宝石箱―」を開催しました。
九州大学には、帝国大学時代から今日まで教育・研究の
ために収集されてきた膨大な鉱物標本が受け継がれてお
り、現在は総合研究博物館に収蔵されています。本展では、
その中から旧工学部採鉱学教室や旧理学部地質学教室
に由来する選り抜きの標本を公開しました。
　展示では、大学草創期に海外から購入された旧工学部
列品室の標本や、19世紀末から20世紀初めに日本各地、
朝鮮半島、台湾、中国大陸などで採集された高壮吉鉱
物標本を中心に紹介しました。特に日本産で大型結晶を
含む鉱物標本は、現在では多くの産地が閉山し、ほぼ
採り尽くされてしまったため、歴史的にも学術的にも貴重
な資料として来場者の注目を集めました。また、九州大
学における鉱物学研究の歩みとして、新鉱物の発見や、
高壮吉・岡本要八郎・吉村豊文といった初期研究者の業
績にも焦点を当て、大学の鉱物学の発展を紹介しました。
　展示方法にも新たな試みを加え、鉱物標本をフォトグ
ラメトリー技術によって3Dデータ化し、ペッパーズゴース
トの仕組みを用いた立体的な演出や、天井の高いギャラ

リー上部への大型映像投影を行いました。さらに、紫外
線で光る蛍光鉱物のために専用の展示装置を新たに制作
しました。これらの展示は撮影スポットとしても多くの来
場者に楽しんでいただきました。
　短い会期ながら関連イベントも充実し、鉱物フォトグラ
メトリー体験ワークショップや福岡市西区長垂での野外
観察会（あいにくの
雨天となりましたが、
多くの方にご参加い
ただきました）、さらに
九大出身で鉱物学が
ご専門の延寿里美先
生（愛媛大学・講師）
によるトークイベント
など、多彩な企画を実施しました。また、現在連載中の漫
画でアニメ化もされた、高校生や大学生、大学院生を通
して鉱物の魅力を伝える作品とのコラボレーションにも挑
戦し、大学博物館として新たな表現や発信の可能性を探
る意欲的な展示となりました。

　令和 8年度公開展示は、
2026年7月25日（土）から
8月25日（火）にかけての夏
休み期間に、箱崎を飛び
出し福岡タワーにおける

開催を予定しています。
今年は昆虫を中心とした
展示と、鉱物・化石を中
心とした展示の二本立て
とし、当館自慢の選りす

ぐりの標本たちを広い会
場でたくさんの方々に楽し
んでいただけるよう、鋭
意企画を進めております。
ぜひご期待ください。

❶展示風景／❷展示風景／❸鉱物フォトグラメトリー体験ワークショップ
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令和８年度博物館公開展示

伊藤 泰弘　開示研究部門・教授／加藤 萌　分析研究部門・助教伊藤 泰弘　開示研究部門・教授／加藤 萌　分析研究部門・助教

加藤 萌　分析研究部門・助教加藤 萌　分析研究部門・助教

COLUMN 4

九大鉱物
フジイギャラリー展示開催報告

展示開催予告

―地球をのぞく宝石箱―

期間●2026年1月13日～2月27日／会場●フジイギャラリー G2
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